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学
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市
対
連
が
交
渉

　つながりが、仲間を増やしました。

　城北支部の中学校の青年講師Ａさんは、大阪
市教の

採用試験突破講座に昨年度から参加。いつも、
職場の

先輩が一緒に参加。クラブを終えて先輩が駆け
つけて

励ましたことも。一緒に、合格をめざす仲間の
輪も広

がりました。「合格したら組合に加入したい」
とＡさ

ん。今年の採用試験に、みごと、合格。先日行
われた

第６回採用試験突破講座に合格者の体験談を話
すため

参加してくれたＡさんは、受付でスタッフに加
入を促

されると、「はい！そのつもりで来ました！」
と、加

入書にサイン。一緒に学んできた仲間や先輩と
、喜び

を分かち合いました。

職場の先輩がささえ
採用試験合格突破講座で加入

　

市
教
委
は
今
年
度
末

人
事
異
動
に
つ
い
て
、

①
校
長
が
学
校
運
営
の

目
標
を
示
し
、
そ
の
目

標
の
達
成
に
向
け
た
人

材
を
広
く
募
集
す
る
教

員
公
募
制
を
約
１
０
０

校
で
実
施
す
る
、
②
事

務
職
員
の
同
一
校
勤
務

年
数
を
短
縮
し
、
異
動

対
象
者
を
「
７
年
以
上

の
者
」
か
ら
「
４
年
以

上
の
者
」
に
、「
10
年

以
内
に
異
動
」
を
「
６

年
以
内
に
異
動
」
に
短

縮
、
③
平
成
26
年
度
よ

り
「
学
校
間
連
携
」
を

全
行
政
区
で
実
施
す
る

た
め
、
す
べ
て
の
事
務

主
幹
及
び
事
務
主
任
に

つ
い
て
は
、
同
一
校
勤

務
年
数
に
か
か
わ
ら

ず
、
人
事
異
動
の
対
象

と
す
る
、
④
平
成
25
年

度
か
ら
定
年
退
職
後
に

満
額
年
金
受
給
ま
で
の

空
白
期
間
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
現
行
の
再

任
用
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
雇
用
と

年
金
の
接
続
を
図
っ
て

い
く
、
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
は
11
月
26

日
、
年
度
末
人
事
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。
大
阪

市
教
は
橋
下
徹
市
長
の

「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」、
校
園
長
と
一
部

の
教
員
で
教
育
を
進
め

よ
う
と
す
る
や
り
方
は

教
職
員
の
共
同
を
破
壊

し
、
教
育
は
よ
く
な
ら

な
い
と
主
張
し
ま
し

た
。
市
教
委
は
教
員
公

募
制
導
入
の
姿
勢
を
変

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
一
校
勤
務
短
縮

力
量
高
め
な
い

　

学
校
事
務
職
員
の
同

一
校
勤
務
年
数
の
短

縮
、
事
務
主
幹
、
事
務

主
任
の
別
途
の
取
り
扱

い
は
、
学
校
事
務
職
員

の
力
量
を
高
め
る
事
に

も
、
教
育
活
動
の
充
実

に
も
つ
な
が
ら
な
い
も

の
で
す
。
市
教
委
は
提

案
を
変
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
学
校
教
育
の

円
滑
な
運
営
に
向
け
、

交
渉
内
容
を
十
分
に
踏

ま
え
、
誠
意
を
も
っ
て

取
り
組
む
」「
人
事
異

動
は
、
交
渉
内
容
を
十

分
に
踏
ま
え
、
丁
寧
に

行
う
」
と
答
え
ま
し

た
。
ま
た
、「
所
属
長

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場

で
本
人
の
意
向
を
十
分

お
聞
き
し
た
い
。
本
人

の
意
向
は
自
己
申
告
書

に
記
入
し
、
所
属
長
と

よ
く
お
話
頂
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。
大
阪

市
教
は
学
校
事
務
職
員

の
希
望
尊
重
に
全
力
を

上
げ
ま
す
。

事
務
職
員

１
人
校
の
協
議
を

　

中
学
校
事
務
職
員
１

名
校
、
就
学
援
助
加
配

落
ち
の
学
校
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
の
協
議

を
要
求
し
、
市
教
委
は

「
将
来
的
に
勤
務
労
働

条
件
に
影
響
が
生
じ
る

場
合
協
議
」
と
答
え
ま

し
た
。
再
任
用
の
短
時

間
勤
務
等
の
希
望
尊
重

に
つ
い
て
「
短
時
間
希

望
者
全
員
が
短
時
間
勤

務
と
は
な
ら
な
い
が
、

調
書
を
上
げ
る
際
、
学

校
長
に
し
っ
か
り
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。
欠
員
補

充
、
講
師
配
置
が
遅

れ
、
教
育
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
市
教
委
の
責
任

を
厳
し
く
追
及
し
ま
し

た
。
残
留
の
特
別
な
事

情
、
Ⅲ
項
該
当
者
の
異

動
、
母
性
保
護
、
次
世

代
育
成
支
援
、
健
康
上

の
配
慮
な
ど
、
人
事
異

動
上
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、「
今
回
の
変

更
の
提
案
に
関
わ
る
点

を
除
い
て
、
従
前
と
変

わ
り
な
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

　

今
後
、
校
園
長
に
よ

る
「
異
動
候
補
者
の
決

定
」に
対
し
て
、異
動
・

残
留
の
希
望
を
直
ち
に

申
し
入
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。交
渉
の
詳
細
、

確
認
し
た
人
事
異
動
上

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
人
事
闘
争
速
報
12

月
２
日
付
を
参
照
。

　

「
戦
争
は
イ
ヤ
！
御

堂
筋
パ
レ
ー
ド
」
が
12

月
１
日
黄
色
に
染
ま
る

銀
杏
並
木
の
下
行
わ

れ
、
２
３
０
０
人
を
超

え
る
人
々
が
淀
屋
橋
か

ら
難
波
ま
で
を
２
時
間

か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

「
戦
争
は
イ
ヤ
！
」「
憲

法
い
か
そ
う
！
」「
原

発
情
報
な
ぜ
秘
密
？
」

「
オ
ス
プ
レ
イ
情
報
な

ぜ
秘
密
？
」
と
コ
ー
ル

が
響
き
ま
す
。
大
阪
市

教
は
「
咲
か
せ
よ
う
平

和
へ
の
思
い
」「
生
か
そ

う
憲
法
・
子
ど
も
た
ち

に
平
和
な
未
来
を
！
」

の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
手

に
参
加
。「
特
定
秘
密
保

護
法
案
に
一
緒
に
反
対

し
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に

歩
き
ま
し
ょ
う
」
と
沿

道
の
人
に
も
呼
び
か
け

ま
し
た
。
車
か
ら
、
子

ど
も
連
れ
の
家
族
が
頑

張
っ
て
の
声
援
。
道
行

く
人
か
ら
も
手
が
ふ
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
院
で
審
議
中
の

「
特
定
秘
密
保
護
法

案
」
は
、
特
定
秘
密
の

指
定
範
囲
が
限
り
な
く

広
く
、
政
権
に
都
合
の

悪
い
情
報
を
隠
す
こ
と

が
で
き
、
何
が
秘
密
か

も
秘
密
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
知
る
権
利

の
行
使
が
犯
罪
と
さ

れ
、
情
報
統
制
が
は
び

こ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
情
報
に
近
づ
く
た

め
の
相
談
、
そ
そ
の
か

し
、
あ
お
り
行
為
に
ま

で
処
罰
の
網
を
広
げ
て

い
ま
す
。
情
報
は
市
民

の
も
の
と
い
う
民
主
主

義
の
大
原
則
を
踏
み
に

じ
る
悪
法
で
す
。

　

キ
ャ
ス
タ
ー
や
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
が
反
対
声

明
を
発
表
。
日
弁
連
に

よ
る
街
頭
宣
伝
、
大
阪

弁
護
士
会
主
催
の
デ
モ

も
繰
り
返
し
行
わ
れ
て

い
ま
す
。「
特
定
秘
密
保

護
法
案
絶
対
反
対
！
」

の
声
を
、
国
会
に
届
け

ま
し
ょ
う
。
署
名
へ
の

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

校
を
提
案
し
ま
し
た
。

大
阪
市
教
は
、
市
長
の

言
う
「
新
た
な
市
場
の

拡
大
」
を
図
り
、
財
界

が
望
む
エ
リ
ー
ト
教
育

を
進
め
、
学
校
統
廃
合

の
手
段
と
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
等
の
問
題

点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

中
教
審
も
全
国
的
な

制
度
と
し
て
導
入
が
困

難
と
し
て
い
る
中
で
、

大
阪
市
の
提
案
理
由
を

質
し
て
も
、
市
長
の
思

い
、
教
育
委
員
の
総
意

と
答
え
る
だ
け
で
制
度

設
計
は
こ
れ
か
ら
と
し

ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
破
綻
ず

み
の
教
育
改
革
を
大
阪

市
に
持
ち
込
ん
だ
り
、

特
別
な
学
校
を
作
っ
た

り
す
る
の
で
は
な
く
、

ど
こ
の
地
域
で
教
育
を

受
け
て
も
し
っ
か
り
と

学
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
教
育
条
件
を
設
備

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

教員公募制で教育はよくならない
事務職員の希望を尊重せよ

５
幼
稚
園
廃
止
・
民
営
化

市
会
で
条
例
可
決
14
園
は
否
決

2013年度末人事交渉

　

大
阪
市
会
が
11
月
29

日
開
か
れ
、
市
立
幼
稚

園
の
廃
止
・
民
営
化
に

つ
い
て
、
対
象
と
な
っ

て
い
る
19
園
中
５
園
の

廃
止
・
民
営
化
案
を
維

新
、
公
明
、
自
民
、
み

ら
い
の
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
共
産
党

は
反
対
。
14
園
の
廃
止

・
民
営
化
案
を
維
新
以

外
の
反
対
で
否
決
し
ま

し
た
。

　

津
守
（
西
成
区
）
＝

14
年
度
末
で
廃
園
、
堀

川（
北
区
）、
中
本
（
東

成
区
）、
瓜
破
（
平
野

区
）
＝
以
上
15
年
度
末

で
廃
園
、
泉
尾
（
大
正

区
）
＝
16
年
４
月
に
認

定
こ
ど
も
園
に
。

　

市
会
に
は
廃
園
・
民

営
化
反
対
の
陳
情
が
40

件
提
出
さ
れ
、
淀
川
区

で
は
３
万
３
千
の
署
名

が
集
め
ら
れ
る
な
ど

「
公
立
幼
稚
園
を
な
く

さ
な
い
で
」
の
声
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
14
園
の
廃
止
・

民
営
化
案
が
否
決
さ
れ

ま
し
た
。（
裏
面
に
関

連
記
事
）

　

し
か
し
、「
橋
下
市

長
は
同
日
、
私
立
幼
稚

園
で
も
障
害
児
を
確
実

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
な
支
援
策
を
講
じ
た

う
え
で
、
来
年
２
月
の

市
議
会
に
14
園
分
の
廃

止
案
を
再
提
出
す
る
考

え
を
示
し
た
」
と
朝
日

12
月
１
日
付
が
報
じ
ま

し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
大
阪

市
音
楽
団
を
共
産
党
以

外
の
賛
成
で
廃
止
、
市

立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
弁
天
町
、
城
北
の
２

館
の
廃
止
を
維
新
、
公

明
、
自
民
の
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

市
対
連
・
大
阪
市
教

は
11
月
７
日
、
公
設
民

営
学
校
に
つ
い
て
市
教

委
と
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
市
教
委
は
「
国
家

戦
略
特
区
」に
関
し
て
、

公
立
学
校
運
営
の
民
間

へ
の
開
放
（
既
存
の
小

中
学
校
、
中
高
一
貫
校

新
設
）、国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
の
認
定
を
受
け
る
学

12月20・24日 18時30分
　25日 15時

アネックスパル法円坂
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賃上げ実施！
カット中止！
府労組連決起集会
１月８日 18：30
北区民ホール

青年フェスタ
講演・実践講座・交流会

第25回
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「
秘
密
保
護
法
案
絶
対
反
対
！
」

御
堂
筋
２
３
０
０
人
の
声


